
授業科目 講義題目 単位 担当教員氏名
開講

ｾﾒｽﾀｰ
曜日 講時 頁

社会学概論 社会理論と近代 2 小松　丈晃 3 火 4 1

社会学概論
社会学的アプローチと

は
2 田代　志門 4 木 1 2

社会学基礎演習
災害から始める「支援・

ケア」の社会学
2 板倉　有紀 3 金 3 3

社会学基礎演習
ロバート・A・ダールの民

主制理論
2 上田　耕介 4 月 2 4

社会学基礎演習 メディア論の基礎視角 2 木村　雅史 4 月 4 5

社会学各論 社会運動の社会学 2 中川　恵 5 月 2 6

社会学各論
生命科学・医学研究と

社会
2 田代　志門 5 火 3 7

社会学各論
コミュニケーションの視
点から地域社会を考え

る
2 佐久間　政広 5 火 5 8

社会学各論
日本の思想遺産・主婦

論争を読む
2 妙木　忍 5 水 2 9

社会学各論 質的研究概論 2 徳川　直人 5 水 3 10

社会学各論 リスクと無知の社会学 2 小松　丈晃 6 火 4 11

社会学各論
ハーバーマスの社会理

論
2 永井　彰 6 水 2 12

社会学各論
フランス社会学史と現

代思想
2 太田　健児 6 水 4 13

社会学演習 農と食の社会学 2 中川　恵 5 月 3 15

社会学演習
リスクと不確実性の社

会学
2 小松　丈晃 5 火 2 16

社会学演習 質的研究の最前線 2 田代　志門 6 火 3 17

社会学実習 社会調査実習（１） 2 永井　彰 5 金 3・4 18

社会学実習 社会調査実習（2) 2 永井　彰 6 金 3・4 19

社会学専修



 

 

科目名：社会学概論／ Sociology (General Lecture) 

曜日・講時：前期 火曜日 ４講時 

セメスター：3， 単位数：2  

担当教員：小松 丈晃（教授） 

講義コード：LB32401， 科目ナンバリング：LHM-SOC201J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

社会理論と近代 

２．Course Title（授業題目）： 

 social theory and modernity 

３．授業の目的と概要： 

U.ベックによれば、社会学には、①理論研究、②経験的研究およびそれによる理論の吟味、そして③時代診断という三つの課

題があるとされる。社会学者たちはみずからの生きる近現代社会をどんな社会として「時代診断」し、理論化し、検証してき

たのだろうか。この授業では、社会学的な現代社会論を取り上げながら、現代社会の構造と変動、またそこで生きる個々人の

選択やライフコースの変容について考察し、今日的な社会と個人の関係について検討する。 

４．学習の到達目標： 

・現代社会の構造やその変動について理解できる。 

・それぞれの現代社会論の特徴と課題について学ぶ。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

1. オリエンテーション  

2.. 社会の「機能分化」論の系譜  

3. 近代化論の限界と世界システム論・従属理論の視点  

4. グローバリゼーション  

5. 再帰的近代化論／リスク社会論（１）  

6. 再帰的近代化論／リスク社会論（２）  

7. 「圧縮近代」の課題  

8. 補論１）消費社会としての現代社会  

9. 補論２）マクドナルド化する現代  

10. 機能分化と個人  

11. 「個人化」の諸相  

12. 社会的排除と包摂―ライフコースのリスク化―  

13. 「自己決定」をめぐる問い  

14. グローバル化のなかの個人  

15. まとめ 

６．成績評価方法： 

講義終了後のコミュニケーションペーパーへの記入内容 40％＋期末レポート 60％で評価する 

７．教科書および参考書： 

 参考書として、長谷川公一・浜日出夫・藤村正之・町村敬志,2007,『社会学』有斐閣、土井文博他,2007,『はじめて学ぶ社会

学―思想家たちとの対話』ミネルヴァ書房。また、その他トピックに応じて参考文献を授業の中で紹介 

８．授業時間外学習： 

・適宜、授業において学習課題を出します 

・また中間レポートも提出してもらう予定です 

９．その他：なし 
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科目名：社会学概論／ Sociology (General Lecture) 

曜日・講時：後期 木曜日 １講時 

セメスター：4， 単位数：2  

担当教員：田代 志門（准教授） 

講義コード：LB44102， 科目ナンバリング：LHM-SOC201J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

社会学的アプローチとは 

２．Course Title（授業題目）： 

 Introduction to Sociological Inquiry 

３．授業の目的と概要： 

異なる研究アプローチによって得られた社会学的な知識を学ぶことを通じて、今後みずからが研究計画を立案できる力を養

う。特に質的なアプローチを重視し、一般的なライフコースに沿って記述された教科書を用いて授業を進める。また、受講生

には、授業で学んだことを活かして最終的にみずから研究計画を立てることが求められる。 

４．学習の到達目標： 

（1）異なる研究アプローチによって得られた社会学的な知識を理解する。 

（2）社会学的アプローチを用いてみずから研究プランを立てられる。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

1 社会学を「する」ために 

2 出生（1） 

3 出生（2） 

4 学ぶ／教える（1） 

5 学ぶ／教える（2） 

6 働く（1） 

7 働く（2） 

8 結婚・家族（1） 

9 結婚・家族（2） 

10 病い・老い（1） 

11 病い・老い（2） 

12 死（1） 

13 死（2） 

14 社会学的アプローチとは（1） 

15 社会学的アプローチとは（2） 

６．成績評価方法： 

授業時の平常点 50％、課題レポート 50% 

７．教科書および参考書： 

 筒井淳也・前田泰樹『社会学入門――社会とのかかわり方』有斐閣 

岸政彦・石岡丈昇・丸山里美『質的社会調査の方法――他者の合理性の理解社会学』有斐閣 

Junya Tsutsui and Hiroki Maeda, 2017, Introduction to Sociology, Yuhikaku. 

Masahiko Kishi, Tomonori Ishioka,and Satomi Maruyama,2016, Qualitative Research Methodology, Yuhikaku. 

８．授業時間外学習： 

毎回、授業前に教科書の該当箇所に目を通す。報告を求められた際には、教科書・参考書以外の関係する文献・資料にも目を

通して報告資料を作成する。Students are expected to have read through assigned sections of the textbooks prior to 

each class. In addition, submission of reports will be required as instructed; reports should be developed by 

reading related references and other materials in addition to the textbooks and reference materials 

９．その他：なし 
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科目名：社会学基礎演習／ Sociology (Introductory Seminar) 

曜日・講時：前期 金曜日 ３講時 

セメスター：3， 単位数：2  

担当教員：板倉 有紀（非常勤講師） 

講義コード：LB35303， 科目ナンバリング：LHM-SOC202J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

災害から始める「支援・ケア」の社会学 

２．Course Title（授業題目）： 

 Sociology of social support and care, starting from the disasters. 

３．授業の目的と概要： 

自然災害は、誰が誰を支援するのか、誰が誰のケアをするのか、という、少子高齢社会を迎えた日本社会の縮図を映し出すこ

とがある。そのため、社会学のある種の入門として災害社会学は適した題材であると考える。そこで、本講では、東日本大震

災を通して浮き彫りになった「支援・ケア」の問題を取り上げ、それらをヒントに、社会学の基本的なトピックの中でも特に

「ジェンダー」「地域」「保健医療福祉」に関する学びを深めることを目的とする。 

４．学習の到達目標： 

①社会学の基本的なトピックについて説明できる。②少子高齢社会の問題を多角的に考察することができる。③社会学分野の

和文英文の文献を読みその内容を理解できる。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

１．支援とケアの社会学とは何か（１）講義形式 ２．支援とケアの社会学とは何か（２）演習形式 ３．これまでの災害社

会学（１）講義形式 ４．これまでの災害社会学（２）演習形式 ５．ジェンダーと災害（１）ジェンダーとは何か・講義形式 

６．ジェンダーと災害（２）ジェンダーとは何か・演習形式 ７．ジェンダーと災害（３）ケア労働とフェミニズム・講義形式 

８．ジェンダーと災害（４）ケア労働とフェミニズム・演習形式 ９．地域と災害（１）災害時要援護者支援・講義形式 １０．

地域と災害（２）災害時要援護者支援・演習形式 １１．保健医療福祉と災害（１）行政の役割とは何か・講義形式 １２．保

健医療福祉と災害（２）行政の役割とは何か・演習形式 １３．保健医療福祉と災害（３）サロンとカフェの意義・講義形式 １

４.少子高齢社会と災害・講義と演習形式 １５．まとめと期末試験 

６．成績評価方法： 

出席 15%、授業参加（1回～2 回ずつ授業で発表をして頂きます）15%、コミュニケーションペーパーの内容 30%（15 回×2%）、

期末試験（最終日に実施・持ち込み可）40% 

７．教科書および参考書： 

 教科書は使用しない。適宜該当する文献と資料はコピーを配布。No textbooks will be used.References are handed out at 

every class. 

８．授業時間外学習： 

毎回配布する資料を読んでくること。発表の担当になっている人はその日は休まずに準備をしてくること。Students are 

required to prepare for the assigned part of the designated textbook for each class and to prepare for presentation 

when they are take part of presentation. 

９．その他：なし yukita@gipc.akita-u.ac.jp で受け付けている。毎週金曜は、14 時以降 16 時までであれば、相談に応じるこ

とができる。Office hours are from 14:00 to 16:00 on Fridays. 
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科目名：社会学基礎演習／ Sociology (Introductory Seminar) 

曜日・講時：後期 月曜日 ２講時 

セメスター：4， 単位数：2  

担当教員：上田 耕介（非常勤講師） 

講義コード：LB41202， 科目ナンバリング：LHM-SOC202J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

ロバート・A・ダールの民主制理論 

２．Course Title（授業題目）： 

 The Democratic Theory of Robert A. Dahl 

３．授業の目的と概要： 

 我々が社会を研究するとき、否応なしに「民主主義」の問題に踏み込まざるを得ない。国民（住民、市民）の参加とは何か、

参加は望ましいのか、いつ望ましいのか、望ましいとすればそれはなぜか。こうした問いへの答えの如何により、社会事象に

対する光の当て方は異なってくるはずである。 

 この授業では、代表的な民主主義理論家ダールの文献をとりあげ、参加者で分担してレジュメを作成・報告し、全員で議論

していく。その作業が意図することは、授業参加者各人が、ダールを参考に（あるいは批判しつつ）自らの民主主義像の探究

へと踏みだす、その端緒となることである。 

４．学習の到達目標： 

①ダール民主制理論の概要について説明することができる。 

②ダール理論について、自己の立場を表現することが出来る。 

③現代社会の諸問題について、民主主義の観点から分析することができる。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

１．ロバート・ダールの人と学問 

２．「民主制」の世界的拡大    

３．民主制の理想①――民主的過程の規準 

４．民主制の理想②――民主制のもたらす利点  

５．民主制の理想③――本来的平等思想 

６．民主制の理想④――市民の能力 

７．民主制の現実①――ポリアーキーの特徴 

８．民主制の現実②――規模の問題 

９．民主制の現実③――多様な政治制度 

１０．社会的条件①――文民統制、対外関係、文化的統一性    

１１．社会的条件②――市場経済との関係 

１２．将来の課題 

１３．移民問題 

１４．注意深い公衆 

１５．新自由主義と民主制 

６．成績評価方法： 

レポート（70％）、出席および議論への参加状況（30％） 

７．教科書および参考書： 

 参考書 

R・A・ダール『デモクラシーとは何か』（岩波書店、2001 年） 

その他の参考文献は授業の中で指示する。 

８．授業時間外学習： 

授業の中で紹介した参考文献を読み、現代社会の諸課題について民主主義という視点から考察を深める。 

報告担当者は、レジュメを作成する。Students are required to read the reference materials introduced in the 

classroom , deepen the consideration of the issues of modern society from the viewpoint of democracy, and create 

a resume by turn. 

９．その他：なし 
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科目名：社会学基礎演習／ Sociology (Introductory Seminar) 

曜日・講時：後期 月曜日 ４講時 

セメスター：4， 単位数：2  

担当教員：木村 雅史（非常勤講師） 

講義コード：LB41404， 科目ナンバリング：LHM-SOC202J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

メディア論の基礎視角 

２．Course Title（授業題目）： 

 basic viewpoint of media studies 

３．授業の目的と概要： 

生活の隅々にまでメディアが浸透した現代社会では、社会現象を分析する際、個人／社会とメディアの関係をどうとらえるか

が重要な課題になってくる。このような問題意識のもと、この授業では、メディアに関する代表的な議論、その諸理論につい

て学びながら、メディア論的な視点から自分の研究課題を設定し、分析・考察できるようになることを目的とする。理論間の

関連性や相互補完性、対立点などにも目を配ることで、多角的なアプローチを学びつつ、各自の問題意識を明確化する。授業

は、各回のテーマに沿った課題論文を皆で購読し、議論するかたちで進める。授業後半では、授業で扱った諸理論に関する各

自の研究発表（各理論の最新の研究動向紹介、各理論を使った具体的な事例分析等）、受講生全員での討論を行い、各理論の

特徴や限界、応用可能性等について理解を深める。受講生は、研究発表や討論の成果もふまえつつ、自分の研究課題について

分析・考察を進め、最終的にレポートにまとめる。 

４．学習の到達目標： 

①メディア論の基本的な考え方やその諸理論に関する知識を習得する。②メディアに関する自らの関心や問題意識を高め、自

分の研究課題として問題化できるようになる。③メディア論的な視点から自分の研究課題について分析・考察を行い、説得的

な議論を展開できるようになる。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

１. イントロダクション ２. マクルーハンのメディア史 ３. 擬似環境としてのメディア ４. コミュニケーションの 2

段階の流れ ５. アジェンダ・セッティング（議題設定） ６. 培養理論 ７. メディア・イベント ８. カルチュラル・ス

タディーズ ９. 構築主義 １０. 間メディア性 １１. パーソナルメディアと選択接触仮説 １２. アーキテクチャ（環境

管理型権力） １３. 研究発表と討論（1） １４. 研究発表と討論（2） １５. 研究発表と討論（3） 

６．成績評価方法： 

出席［20％］、研究発表と討論（報告内容や発言の積極性など）［30％］、レポート［50％］ 

７．教科書および参考書： 

 教科書は使用しない。各回の授業で購読する課題論文はこちらで準備する。参考文献は随時紹介する。［No textbook will be 

used.The submitted papers of each class are provided at the previous class.The references will be introduced 

in each class.］ 

８．授業時間外学習： 

毎回、次回の授業準備用のコミュニケーション・ペーパーを配布するので、事前に課題論文を読み、自分なりの論点や疑問点

をコミュニケーション・ペーパーにまとめた上で授業に臨むこと。［Handouts in preparation for next class are provided 

in each class. Students are required to read submitted papers and organize their opinions or questions using the 

handouts in advance of the class.］ 

９．その他：なし授業に関する問い合わせは、tadafumi_kjp@yahoo.co.jp まで。［Students can email their questions about 

this course. E-mail: tadafumi_kjp@yahoo.co.jp］ 
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科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：前期 月曜日 ２講時 

セメスター：5， 単位数：2  

担当教員：中川 恵（非常勤講師） 

講義コード：LB51203， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

社会運動の社会学 

２．Course Title（授業題目）： 

 Sociology of Social Movements 

３．授業の目的と概要： 

社会運動の表出形態は様々ですが、イシューや担い手、動態などに共通点や傾向も見出されてきました。本講義の目的は、社

会運動論の見方を理解し、こうした見方を通じて社会の変化を捉えることの可能性と課題について考察することです。 

４．学習の到達目標： 

１．社会運動論を中心とした社会学の専門知識を習得する。 

2．関連する社会課題・事象について関心を広げる力を伸長する。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

文献購読とレポート作成を軸に授業をすすめます。文献購読では要約と論点整理の担当者を決めて、文献の内容確認をしたあ

とに議論を通じて考察を深めます。レポートは、先行研究の議論を踏まえて各自作成し、中盤以降におこなう相互のコメントを

ふまえて期末に提出することとします。 

 

1．ガイダンス／2．文献購読（1）／3．文献購読（2）／4．文献購読（3）／ 

5．中間レポート構想発表／6．文献購読（4）／7．文献購読（5）／8．文献購読（6） 

9．文献購読（7）／10．文献購読（8）／11．文献購読（9）／12．文献購読（10） 

13．期末レポート発表（1）／14．期末レポート発表（2）／15．総括 

６．成績評価方法： 

講義への参加度およびコメントカード［50％］、レポート［50%］ 

７．教科書および参考書： 

 大畑裕嗣・成元哲・道場親信・樋口直人編、2004、『社会運動の社会学』有斐閣。 

参考書は適宜指示します 

Textbooks are available for purchase at the University Co-op. The reference will be designated at the beginning of 

the course. 

 

8． 時間外学習 

文献購読の際には、事前に指定の参考文献を熟読して論点を整理しておくこと。 

 

Students are required to prepare for class according to the goal and contents of each class. 

８．授業時間外学習： 

文献購読の際には、事前に指定の参考文献を熟読して論点を整理しておくこと。 

 

Students are required to prepare for class according to the goal and contents of each class. 

９．その他：なし 
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科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：前期 火曜日 ３講時 

セメスター：5， 単位数：2  

担当教員：田代 志門（准教授） 

講義コード：LB52303， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

生命科学・医学研究と社会 

２．Course Title（授業題目）： 

 Biomedicine and Society 

３．授業の目的と概要： 

生命科学・医学研究は「ヒト」を直接の研究対象とすることにより、私たちの人間観や社会観に大きな影響を与えてきた。こ

の授業では、生命科学・医学研究の進展がもたらす倫理的・法的・社会的課題について、基礎から応用まで様々な具体例を取

り上げ、社会科学的な視点から検討する。 

４．学習の到達目標： 

（1）生命科学・医学研究の倫理的・法的・社会的課題に関する基本的な知識を得る。 

（2）上記の課題を文化や社会構造と関連づけて理解することができる。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

1 イントロダクション 生命操作の現在 

2 生殖医療（1） 

3 生殖医療（2） 

4 遺伝医学（1） 

5 遺伝医学（2） 

6 再生医療（1） 

7 再生医療（2） 

8 臨床研究（1） 

9 臨床研究（2） 

10 臨床研究（3） 

11 医薬品開発のグローバル化（1） 

12 医薬品開発のグローバル化（2） 

13 研究者の社会的責任（1） 

14 研究者の社会的責任（2） 

15 まとめ 

６．成績評価方法： 

授業時の平常点 50％、課題レポート 50% 

７．教科書および参考書： 

 教科書・参考書は教室で指示する。Textbooks and reference materials will be shown in class. 

８．授業時間外学習： 

適宜、授業で指示した課題に取り組む。Take-home assignments will be given in class as appropriate. 

９．その他：なしこの授業では、授業内容の理解を深めるために、具体的な事例について受講生同士で議論する機会を設ける予

定です。ぜひ積極的に授業に参加してください。There will be opportunities to discuss actual examples with your 

classmates to deepen your understanding of the course material. Active in-class participation is expected. 
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科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：前期 火曜日 ５講時 

セメスター：5， 単位数：2  

担当教員：佐久間 政広（非常勤講師） 

講義コード：LB52503， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

コミュニケーションの視点から地域社会を考える 

２．Course Title（授業題目）： 

 On regional  communities in terms of communication 

３．授業の目的と概要： 

本講義では、コミュニケーションを関与者のあいだの意思疎通ではなく、関与者それぞれの営みが連動する事態としてとら

え、こうしたコミュニケーションの見地から、地域社会の諸事象の説明をおこなう。現実の地域社会を構成するコミュニケー

ションは、資源配分の観点からみるといくつかに区分され、それらはそれぞれ固有の理屈にしたがって展開されている。地域

社会の諸問題を考えるには、この理屈を踏まえることが不可欠である。講義では、具体的な地域社会の事例（とくに過疎山村

の高齢者の生活実態）を示し、理解を深める。 

４．学習の到達目標： 

①地域社会において営まれる共同活動の理屈を説明できる。 

②資源配分の見地から地域社会を分析し、地域社会の仕組みを説明できる。 

③現代日本における地域社会の現状と歴史的変化について大まかに説明することができる。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

1．オリエンテーション：コミュニケーションとは何か 

2．山村における高齢者の生活実態 

3．地域社会の助け合いに期待できるか 

4．地域社会の共同活動の論理 

5．地域社会と家族：なぜ家族は援助するのか 

6．地域社会と自我：なぜ高齢者は住み慣れた地を離れないか？ 

7．贈与論という視点 

8．贈与交換と市場交換 

9．互酬／市場／再分配 

10．資本主義と欲望 

11．国民国家と再分配 

12．都市と農村 

13．経済経済と地域社会①：戦後復興期、高度成長期 

14．経済発展と地域社会②：低成長期、グローバリゼーション期 

15．まとめ：地域社会の共同性を考える 

６．成績評価方法： 

授業への取り組み 50％、レポート 50％ 

７．教科書および参考書： 

 教科書は使用しない。各自ノートを取ること。[No textbooks will be used. Students should take notes on their own.] 

８．授業時間外学習： 

新聞や書籍を通して、授業内容に関する情報や話題を収集すること 。[Students are required to collect information and 

topics related to the content of the class using newspapers and books.] 

９．その他：なし 
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科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：前期 水曜日 ２講時 

セメスター：5， 単位数：2  

担当教員：妙木 忍（兼務教員） 

講義コード：LB53204， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

日本の思想遺産・主婦論争を読む 

２．Course Title（授業題目）： 

 Japan’s heritage of thought: Reading the Housewife Controversy 

３．授業の目的と概要： 

本授業では、日本の社会史的変遷を学ぶとともに、日本の思想遺産である主婦論争を解読することを目的としている。さらに、

男性や社会にもかかわる論点がなぜ女性の論点として論じられてきたのか、なぜ女性のライスコース選択をめぐる論争が時

代や論点の変容を経ても繰り返されるのかなど、社会のメカニズムについても考察する。 

４．学習の到達目標： 

日本における社会史的変遷やジェンダー規範の変容について理解する。 

自分の問題関心にそって問いを立て、解くことができる力を身に付ける。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

本授業は、講義を中心に進める。レスポンス・カードを用いた質疑応答や発表も取り入れる。 

内容および進度は以下の通りである。 

 

第 1回 イントロダクション 

第 2回 家族の戦後体制と統計データ 

第 3回 主婦論争とは何か 

第 4回 第 1 次主婦論争（1950 年代） 

第 5回 第 2 次主婦論争（1960 年代） 

第 6回 第 3 次主婦論争（1970 年代） 

第 7回 第 4 次主婦論争（1980 年代） 

第 8回 第 5 次主婦論争（1990 年代） 

第 9回 第 6 次主婦論争（2000 年代） 

第 10 回 主婦論争の通時的分析 

第 11 回 日本におけるジェンダー規範の変容 

第 12 回 家族をめぐる今日的課題 

第 13 回 発表と討論① 

第 14 回 発表と討論② 

第 15 回 まとめ 

６．成績評価方法： 

授業への関与度（15％）、出席（15％）、発表（20％）、レポート（50％） 

７．教科書および参考書： 

 教科書は使用しない。プリントを配布する。参考文献は適宜紹介する。 

No textbook will be used. Handouts will be provided at every class. Reference materials will be introduced as 

necessary. 

８．授業時間外学習： 

授業の予習と復習、宿題、発表準備、レポート執筆。 

Students are required to prepare and review for each class. Assignments may be given, and preparation for a 

presentation and an essay will also be required. 

９．その他：なし毎回授業の最後にレスポンス・カードを提出する。 

Students will be requested to complete a Response Card at the end of each class. 
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科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：前期 水曜日 ３講時 

セメスター：5， 単位数：2  

担当教員：徳川 直人（兼務教員） 

講義コード：LB53303， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

質的研究概論 

２．Course Title（授業題目）： 

 Introduction to Qualitative Inquiry in Sociology 

３．授業の目的と概要： 

社会学における質的方法の理論と方法について学ぶ。参加者は教材を読み、資料収集や日常観察などの実践を試みることで、

理解を深める。 

４．学習の到達目標： 

１）質的研究法の基礎的技法、考え方、意義と限界が理解できるようになる。 

２）フィールドワークやインタビューを初歩的な形で実践できる基礎素養が身につく。 

３）調査のモラルと倫理、責任について考慮できるようになる。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

以下の順に講じる。各項目についての下読みおよび宿題が必須である。毎回の授業で参加者はキーワードの説明や質問を求め

られる。学期末には試験ではなくレポートを課す。 

１．質的分析法入門  

２．感受概念 

３．方法としてのフィールドノート         

４．非構造的・半構造的インタビューと調査票の設計   

５．聞き書き 

６．インタビュー 

７．自然主義的観察    

８．参与観察   

９．グラウンデッドな接近法     

10．エスノメソドロジー   

11．エスノグラフィー    

12．事例分析とモノグラフ  

13．生活史とヒューマン・ドキュメント   

14．アクション・リサーチ    

15．調査倫理 

６．成績評価方法： 

 平常点（50%）と学期末レポート(50%）を総合的に加味して評価する。 

７．教科書および参考書： 

 エマーソンら『方法としてのフィールドノート』（1995）、シュワント『質的研究用語事典』（2007）、細谷『現代と日本農村社

会学』（1998）など複数を教室にて指示する。また、教材的読み物としてオリジナル資料を作成する。 

Books and papers will be introduced in class, such as Writing Ethnographic Fieldnotes by Emerson et.al.(1995), 

Dictionary of Qualitative Inquiry by Schwandt(2007), Japanese Rural Sociology and he Modern World by 

Hosoya(1998),etc.,with original texts written by the lecturer. 

８．授業時間外学習： 

各項目についての下読みおよび宿題が必須である。 

Students are required reparatory readings and some home works. 

９．その他：なし ISTU にて読み物等を閲覧し学期末レポートを提出する。質問ややむをえない欠席連絡のためメールを随時利

用してよい。 

ISTU is available to share text or material and submit termpaper. Students can use email to send questions or 

notify unavoidable absence. 
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科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：後期 火曜日 ４講時 

セメスター：6， 単位数：2  

担当教員：小松 丈晃（教授） 

講義コード：LB62408， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

リスクと無知の社会学 

２．Course Title（授業題目）： 

 sociology of risk and non-knowing 

３．授業の目的と概要： 

講義形式で進める授業である。現代社会は、自然災害と科学技術が連動しあう複合災害のリスクに備えなければならない。こ

の授業では、社会学的なリスクや安全に関する研究を概観しながら、複雑化する現代社会におけるリスクとのつきあい方につ

いて考えていきたい。最初に、社会学におけるリスクに関する議論を概説し、その後、科学社会学の展開状況もふまえながら、

科学に対する信頼や専門知の責任について考察する。最後に、東日本大震災をはじめとする超広域複合災害を念頭におきなが

ら、リスクと信頼と無知（想定外）の間の捻れた関係、またそれがもたらす問題について、組織論の観点もまじえながら、考

察する。 

４．学習の到達目標： 

・現代社会が直面するリスクとのつきあい方について、自分なりに考察できる手がかりを得る。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

１．リスク論事始め 

２．リスク社会論再考―U.ベックの社会理論の検討― 

３．社会システム論によるリスク研究―N.ルーマンについて― 

４．メアリー・ダグラスのリスク論と E.デュルケムの観点 

５．リスクと道徳（１） 

６．リスクと道徳（２） 

７．リスクと道徳（３） 

８．リスク社会と信頼（１） 

９．リスク社会と信頼（２） 

１０．リスク社会と信頼（３） 

１１．リスクの社会的増幅・減衰の枠組み(SARF) 

１２．リスクと信頼の捻れた関係―新制度派組織論の視点― 

１３．「想定外」の社会学―「無知」とどうつきあうか―（１） 

１４．「想定外」の社会学―「無知」とどうつきあうか―（２） 

１５．まとめ 

６．成績評価方法： 

授業終了後のコミュニケーションペーパーへの記入内容と平常点 40％＋学期末のレポート提出 60％で評価 

７．教科書および参考書： 

 教科書はありません。参考書は、授業の各トピックに応じて、必要なものを適宜指示する 

８．授業時間外学習： 

授業において、適宜、学習課題を出す予定 

中間レポートも提出してもら予定です 

９．その他：なし 
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科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：後期 水曜日 ２講時 

セメスター：6， 単位数：2  

担当教員：永井 彰（教授） 

講義コード：LB63207， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

ハーバーマスの社会理論 

２．Course Title（授業題目）： 

 Social Theory of J. Habermas 

３．授業の目的と概要： 

ハーバーマス社会理論を社会学理論の展開史のなかに位置づけその特徴を明らかにするとともに、ハーバーマス社会理論の

論理構造を明示化し、その「可能性の中心」について検討する。 

４．学習の到達目標： 

ハーバーマス社会理論の論理構造について理解できるようになる。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

1.  イントロダクション    

2.  ハーバーマス研究の視座と方法    

3.  社会学の社会理論におけるハーバーマス理論の位置（１）    

4.  社会学の社会理論におけるハーバーマス理論の位置（２）    

5.  社会学の社会理論におけるハーバーマス理論の位置（３）     

6.  社会学の社会理論におけるハーバーマス理論の位置（４）     

7.  コミュニケーション行為理論の論理構造（１）    

8.  コミュニケーション行為理論の論理構造（２）    

9.  コミュニケーション行為理論と公共圏論    

10.  コミュニケーション行為概念の再規定    

11.  生活世界論の再構成    

12.  生活世界とシステム    

13.  ハーバーマスの社会理論の視座と方法     

14.  再構成的社会学の可能性     

15.  講義のまとめ 

６．成績評価方法： 

（○）リポート［50％］ （○）その他（受講票の提出など）［50％］ 

７．教科書および参考書： 

 永井 彰『ハーバーマスの社会理論体系』東信堂、2018 年。 

８．授業時間外学習： 

授業前に、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 

授業後に、レジュメを参照しながら、教科書の該当箇所を読むこと。 

９．その他：なし 
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科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：後期 水曜日 ４講時 

セメスター：6， 単位数：2  

担当教員：太田 健児（非常勤講師） 

講義コード：LB63402， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

フランス社会学史と現代思想 

２．Course Title（授業題目）： 

 History of French Sociology and Contemporary Thought 

３．授業の目的と概要： 

フランス社会学史を理解しその今日性を検討する。現代は各学問分野がそれぞれ越境する状況がさらに加速しており、狭隘な

社会学理解に止まことなく、そのような越境模様をきめ細やかに辿っていくことが最重要である。これが、現代社会の諸問題

に対するより適切な診断と処方とを可能にし、社会学のディシプリン再生につながる。それゆえ授業は、まずフランス社会学

史を当時の社会背景との絡みで見直しながらも、今日の問題とリンクさせ、フランス現代思想のいくつかとの越境を見極めて

いく作業とし、最終的には社会学のディシプリン再生に収斂させた議論にしていく。 

４．学習の到達目標： 

1.フランス社会学史及びフランス現代思想の基本理論を理解する。 

2.社会学理論誕生の社会的背景と結びつけて社会学理論を理解する思考術を身につける。 

3.古典的理論が現在の問題解決にどのように寄与できるのか、その今日性を考える。 

4.各分野がこれまで越境しながら自らのディシプリンを形成してきた事実、そして今日もそれが続いている状況も理解する。 

5.最終的に社会学独自のディシプリンの在り方を考えていく。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

以下に示す授業内容を講義・テキスト講読・ディスカッションなどを組み合わせて遂行していく。進度、授業内容に関しては、

受講生の皆さんの意見を尊重し適宜調整します。 

 

1 社会学史研究の意義 

2 フランス社会学史(1) －実証主義の再検討の立場から：コントからデュルケーム以前 

3 フランス社会学史(2) －政教分離と社会思想―(2) 

4 フランス社会学史(3) －社会思想から社会学へ：デュルケーム社会学の誕生：『社会学的方法の規準』とその周辺 

5 フランス社会学史(4) －デュルケーム社会学の問題：社会実在論論争 

6 フランス社会学史(5) －デュルケーム社会分業論における人格概念 

7 フランス社会学史(6) －デュルケームのモラルサイエンスと社会学  

8 フランス社会学史(7) －『宗教生活の原初形態』から宗教社会学へ 

9 現代思想と社会学(1) ―R ベラ－以降の市民宗教論とその現在― 

10 現代思想と社会学(2) －ボランティア不要論・偽善論とモースの贈与論－ 

11 現代思想と社会学(3) －社会運動・学生運動を知らない若者たちと A.トゥレーヌ以降の社会運動論－ 

12 現代思想と社会学(4)－フーコーの今－ 

13  現代思想と社会学(5)―エピステモロジーと社会学― 

14 現代思想と社会学(6)－先端社会論としての社会学的ディアボリズム論― 

15 社会学のディシプリン再生に向けて 

６．成績評価方法： 

授業への取り組み 50%  レポート 50% 

７．教科書および参考書： 

 教科書 各テーマに合わせてプリント・資料を前の授業時間内に配布する。 

 Handouts will be distributed in the class 

参考書 

デュルケーム,菊谷和宏訳『社会学的方法の規準』 

その他、各社会学者、各思想家の各原典（原書でなくても良い）、研究書。 

 

Durkheim,The Rules of Sociological Method. 

Reading fuudamental literatures of famous sociologists and philosophers is strongly recommended. 

 

＊J.M.Bertherot,2000,Sociologie Epistémologie d’une discipline,De Boeck. 

（＊この文献はあくまでもフランス語履修歴のある方にとっての力試し的な参考書なので、この講読を前提とした授業展開は行

いません。） 

(＊The book is recommended to those who has studied french) 

８．授業時間外学習： 

学術論文、書籍、新聞・雑誌、ネットなどから授業内容に関する知識、情報、知見を貪欲に収集すること。 

Students are recommended to acquire the knowledge, information and opinion related to the subject matter by using 

the articles, the journals, the books,  
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the newspapers, the periodicals and the internet. 

９．その他：なし一見すると古色蒼然たる授業内容に思えるかもしれませんが、それらを通した議論の中から今日性つまり問題

解決理論としての有効性を摘出するようにします。 

  

At first glance, the material covered in this class may appear to be ancient. However, as we discuss the material, 

we will look at how parts of the material can be effective rega 
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科目名：社会学演習／ Sociology (Seminar) 

曜日・講時：前期 月曜日 ３講時 

セメスター：5， 単位数：2  

担当教員：中川 恵（非常勤講師） 

講義コード：LB51308， 科目ナンバリング：LHM-SOC302J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

農と食の社会学 

２．Course Title（授業題目）： 

 Sociology of Agriculture and Food 

３．授業の目的と概要： 

本講義の目的は、農村社会学とフード・システム論の見方を理解し、こうした見方を通じて農と食の様相や変化を捉えること

の可能性と課題について考察することです。 

４．学習の到達目標： 

1．社会学の専門知識を習得する。 

2．関連する社会課題・事象について関心を広げる力を伸長する。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

文献購読とレポート作成を軸に授業をすすめます。文献購読では要約と論点整理の担当者を決めて、文献の内容確認をしたあ

とに議論を通じて考察を深めます。レポートは、先行研究の議論を踏まえて各自作成し、中盤以降におこなう相互のコメントを

ふまえて期末に提出することとします。 

 

1．ガイダンス／2．文献購読（1）／3．文献購読（2）／4．文献購読（3）／ 

5．中間レポート構想発表／6．文献購読（4）／7．文献購読（5）／8．文献購読（6） 

9．文献購読（7）／10．文献購読（8）／11．文献購読（9）／12．文献購読（10） 

13．期末レポート発表（1）／14．期末レポート発表（2）／15．総括 

６．成績評価方法： 

講義への参加度およびコメントカード［50％］、レポート［50%］ 

７．教科書および参考書： 

 桝潟俊子・谷口吉光・立川雅司編著、2014、『食と農の社会学：生命と地域の視点から』ミネルヴァ書房。 

 

参考書（適宜指示します） 

Carolan M., [2012]2016, The Sociology of Food and Agriculture, 2nd ed., New York: Routledge. 

藤田武弘・内藤重之・細野賢治・岸上光克編著、2018、『現代の食料・農業・農村を考える』ミネルヴァ書房。 

Goodman D., E. Melanie DuPuis and M. K. Goodman, 2012, Alternative Food Networks:Knowledge, practice, and politics, 

New York: Routledge. 

日本村落研究学会編、1998、『年報 村落社会研究 第 33 集 有機農業運動の展開と地域形成』農山漁村文化協会。  

 

Textbooks are available for purchase at the University Co-op. The reference will be designated at the beginning of 

the course. 

８．授業時間外学習： 

文献購読の際には、事前に指定の参考文献を熟読して論点を整理しておくこと。 

 

Students are required to prepare for class according to the goal and contents of each class. 

９．その他：なし 
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科目名：社会学演習／ Sociology (Seminar) 

曜日・講時：前期 火曜日 ２講時 

セメスター：5， 単位数：2  

担当教員：小松 丈晃（教授） 

講義コード：LB52210， 科目ナンバリング：LHM-SOC302J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

リスクと不確実性の社会学 

２．Course Title（授業題目）： 

 sociology of risk and uncertainty 

３．授業の目的と概要： 

不確実性やリスクは、災害・環境・健康・科学技術・犯罪等といった多様な問題領域と関わり合いながら、昨今の社会学でも

重要な概念の一つと目されるようになっている。この授業ではリスクや不確実性に関する社会学の定評あるテキストを取り

上げ、多様なテーマをリスク概念と関連づけながら議論していくことで、受講生とともに、「リスク社会化」する社会を、社

会学的にいかに論じうるかを探ってみたい。 

４．学習の到達目標： 

・社会学の外国語専門文献の読解方法を習得する 

・リスクや不確実性を社会学的に論じるさいの基本的視角を学ぶ 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

1. 新たなリスクの管理とその課題(1)  

2. 新たなリスクの管理とその課題(2)  

3. 新たなリスクの管理とその課題(3)  

4. リスクと環境、科学技術(1)  

5. リスクと環境、科学技術(2)  

6. リスクと環境、科学技術(3)  

7. 日常生活と余暇の中のリスク(1)  

8. 日常生活と余暇の中のリスク(2)  

9. 日常生活と余暇の中のリスク(3)  

10. 親密な関係とリスク(1)  

11. 親密な関係とリスク(2)  

12. 親密な関係とリスク(3)  

13. 再帰的個人化と規制ガバナンス(1)  

14. 再帰的個人化と規制ガバナンス(2)  

15. まとめ 

６．成績評価方法： 

出席 50％と毎回の報告内容 50％による。 

７．教科書および参考書： 

 Taylor-Gooby,P.&J.Zinn,2006,Risk in Social Science,Oxford UP. 

J.O.Zinn,2008,Social Theories of Risk and Uncertainty,Blackwell. 

B.Hutter&M.Power,ed.,2005,Organizational Encounters with Risk,Cambridge UP. 

８．授業時間外学習： 

受講者は全員、授業時間外に、毎回対象となるテキスト（英語）を読み、授業時間までに、報告レジュメを作成し論点や疑問

点を提示しなくてはなりません。 

９．その他：なし 
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科目名：社会学演習／ Sociology (Seminar) 

曜日・講時：後期 火曜日 ３講時 

セメスター：6， 単位数：2  

担当教員：田代 志門（准教授） 

講義コード：LB62306， 科目ナンバリング：LHM-SOC302J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

質的研究の最前線 

２．Course Title（授業題目）： 

 Frontiers in Qualitative Sociology 

３．授業の目的と概要： 

質的研究の一つである生活史（ライフヒストリー／ライフストーリー）の方法論に関する近年の研究文献の読解を通じて、ポ

スト実証主義、さらにはポスト構築主義的な生活史の方法論の可能性を探る。具体的には、ポルテッリ、桜井厚、岸政彦らの

著作を取り上げる。 

４．学習の到達目標： 

（１）生活史法の現状と課題を理解する。 

（2）ポスト実証主義からポスト構築主義に至る現代の質的研究法の可能性を探求する。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

1. 演習の進め方について 

2. 生活史研究の系譜 

3. ポスト実証主義のオーラルヒストリー（1） 

4. ポスト実証主義のオーラルヒストリー（2） 

5. ポスト実証主義のオーラルヒストリー（3） 

6. ポスト実証主義のオーラルヒストリー（4） 

7. 対話的構築主義の現在（1） 

8. 対話的構築主義の現在（2） 

9. 対話的構築主義の現在（3） 

10. 対話的構築主義の現在（4） 

11. 対話的構築主義の現在（5） 

12. ポスト構築主義的な生活史（1） 

13. ポスト構築主義的な生活史（2） 

14. ポスト構築主義的な生活史（3） 

15. まとめ 

６．成績評価方法： 

授業内での報告・発言 50%、課題レポート 50% 

７．教科書および参考書： 

 アレッサンドロ・ポルテッリ（朴沙羅訳）『オーラルヒストリーとは何か』（水声社、2015 年） 

桜井厚・石川良子編『ライフストーリー研究に何ができるか――対話的構築主義の批判的継承』（新曜社、2015 年） 

岸政彦『マンゴーと手榴弾――生活史の理論』（勁草書房、2018 年） 

Alessandro Portelli, 1991, The Death of Luigi Trastulli and Other Stories, SUNY Press.  

Atsushi Sakurai and Ryoko Ishikawa edts., 2015, The Role of Life Story Research, Shinyosha. 

Masahiko Kishi, 2018, Mangoes and Grenades, Keisoshobo 

８．授業時間外学習： 

毎回、授業前に該当文献を読み込み、自分の意見をまとめて授業に臨む。報告を担当する際は、関連する文献や資料にも目を

配り、十分な検討のうえで報告資料を作成する。Students are expected to have read assigned literature prior to each 

class and to have developed their opinions about the literature. When writing reports (assigned), students are 

expected to examine related references and other materials thoroughly. 

９．その他：なし 
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科目名：社会学実習／ Sociology (Field Work)I 

曜日・講時：前期 金曜日 ３講時.前期 金曜日 ４講時 

セメスター：5， 単位数：2  

担当教員：永井 彰（教授） 

講義コード：LB55307， 科目ナンバリング：LHM-SOC303J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

社会調査実習（１） 

２．Course Title（授業題目）： 

 Field Work（１） 

３．授業の目的と概要： 

(1)地域調査（地域社会を対象とした社会調査）の理論と方法を理解する。 

(2)調査の構想や設計から、調査票の作成、現地調査実施、報告書作成にいたる社会調査の全過程を一通り体験し、みずから

調査を設計・実施できるノウハウを習得する。 

社会調査実習(1)では、現地調査の準備作業までおこなう。 

４．学習の到達目標： 

(1)地域調査（地域社会を対象とした社会調査）の理論と方法を理解できるようになる。 

(2)調査の構想や設計から、調査票の作成、現地調査実施、報告書作成にいたる社会調査の全過程を一通り体験し、みずから

調査を設計・実施できるノウハウを習得する。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

第 1回：ガイダンス（実習の内容、方法、計画、調査テーマなどについての説明）  

第 2回：地域調査の理論と方法(1)基本データの収集法 

第 3回：地域調査の理論と方法(2)農村研究と都市研究の理論と方法 

第 4回：地域調査の理論と方法(3)生活史研究法 

第 5回：調査の構想についての議論 

第 6回：先行研究の検討 

第 7回：調査対象地についての情報収集と分析 

第 8回：調査企画の精緻化 

第 9回：予備調査(1)対象地訪問と対象者の選定 

第 10 回：調査項目の検討(1)属性項目の検討 

第 11 回：調査項目の検討(2)内容分析項目の検討 

第 12 回：調査票の作成(1)前半部分の作成 

第 13 回：調査票の作成(2)後半部分の作成 

第 14 回：予備調査(2)プリテストの実施  

第 15 回：調査票の完成 

６．成績評価方法： 

授業への貢献度（100%） 

７．教科書および参考書： 

 古島敏雄・深井純一 編『地域調査法』東京大学出版会、1985 年。 

８．授業時間外学習： 

地域調査というプロジェクトの遂行に向けて、受講者全員で取り組む。そのため、各授業の最後に、次回までにするべき課題

を確認し、次の授業までに準備作業を整えた上で、授業に臨む。 

９．その他：なし 
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科目名：社会学実習／ Sociology (Field Work)I 

曜日・講時：後期 金曜日 ３講時.後期 金曜日 ４講時 

セメスター：6， 単位数：2  

担当教員：永井 彰（教授） 

講義コード：LB65305， 科目ナンバリング：LHM-SOC303J， 使用言語：日本語 

１．授業題目： 

社会調査実習（2) 

２．Course Title（授業題目）： 

 Field Work（2） 

３．授業の目的と概要： 

(1)地域調査（地域社会を対象とした社会調査）の理論と方法を理解する。 

(2)調査の構想や設計から、調査票の作成、現地調査実施、報告書作成にいたる社会調査の全過程を一通り体験し、みずから

調査を設計・実施できるノウハウを習得する。 

社会調査実習(2)では、現地調査の実施から調査データの分析、報告書の作成、分析結果の口頭発表までおこなう。 

４．学習の到達目標： 

(1)地域調査（地域社会を対象とした社会調査）の理論と方法を理解できるようになる。 

(2)調査の構想や設計から、調査票の作成、現地調査実施、報告書作成にいたる社会調査の全過程を一通り体験し、みずから

調査を設計・実施できるノウハウを習得する。 

５．授業の内容・方法と進度予定： 

第 1回：現地調査についてのガイダンス（調査倫理や、訪問先でのマナーの確認を含む）  

第 2回：地域調査の実施(1)1 回目の現地調査 

第 3回：地域調査の実施(2)2 回目の現地調査 

第 4回：地域調査の実施(3)3 回目の現地調査 

第 5回：現地調査データの整理集計 

第 6回：分析方針の検討 

第 7回：調査結果の分析(1)属性項目の分析 

第 8回：調査結果の分析(2)量的データの分析 

第 9回：調査結果の分析(3)質的データの分析 

第 10 回：補充調査の実施 

第 11 回：報告書の企画構成の検討 

第 12 回：報告書の作成(1)基本属性の記述と点検 

第 13 回：報告書の作成(2)量的・質的分析事項の記述と点検 

第 14 回：報告の口頭発表 

第 15 回：対象地での研究成果発表 

６．成績評価方法： 

授業への貢献度（100%） 

７．教科書および参考書： 

 古島敏雄・深井純一 編『地域調査法』東京大学出版会、1985 年。 

８．授業時間外学習： 

地域調査というプロジェクトの遂行に向けて、受講者全員で取り組む。そのため、各授業の最後に、次回までにするべき課題

を確認し、次の授業までに準備作業を整えた上で、授業に臨む。 

９．その他：なし 
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